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グリーン水素製造実証試験システムに関する研究 

 

目  的 

日本では、再エネの導入拡大に伴い出力制御が増加していることから、余剰電

力の活用が重要な課題となっている。こうした余剰電力の活用方法の一つとし

て、電解法を用いた水素製造による電力需要の創出が期待されている。このよう

な背景のもと、四国電力の実証試験システムによる安定した水素製造の検証と、

再エネの有効活用や需給調整市場への供出を想定した追従性の検証を行うとと

もに、シミュレーションによるシステム改善検討を行った。 

 

主な成果 

1. 実証試験 

実証試験システム（図 1、2）による安定した水素製造の検証と追従性の検証

を行った結果、以下の事項が確認された。 

・ 実証試験システムは、運転の最適化を図ることで、安定したグリーン水素

の製造が可能。 

・ 実証試験システムは、付属設備の影響で負荷指令値と負荷実測値に乖離

が生じ、需給調整市場要件を満足しなかった（図 3）。 

 

2. シミュレーションによるシステム改善検討 

実証試験において実証試験システムが要求する性能を満足しなかったことを

踏まえ、シミュレーションソフトを用いて、蓄電池の制御方法の改善による負荷

乖離低減効果の確認を行った（図 4）。その結果、制御方法の改善により、蓄電

池は乖離を吸収し、実証試験システムは要求する性能を満足することが確認さ

れた（図 5）。 

 

 

図 1 実証試験システム 



 

 

 
図 2 実証試験システムの構成 

 

図 3 負荷指令値と負荷実測値の乖離 

 
図 4 実証試験システムのモデル 

 
図 5 蓄電池制御方法改善結果 
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